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真剣に審査を進める出席者の皆さん

感謝の言葉を述べる平野地区ガバナー

第66回年次大会アワード審査会が、2020年４
月10日（金）にホテルメトロポリタン盛岡本館に於
いて、28名の出席で開かれました。

開会にあたり、平野地区ガバナーが、新型コロ
ナ感染拡大防止の措置として、東日本大震災復興
支援・令和元年東日本台風（19号）支援エクスカー
ション並びに332-B地区第66回年次大会式典・祝
賀会を中止にしたことに触れ、関係各位の努力に
感謝の言葉を述べられました。

また、この１年の各クラブの活動に敬意を表す
るとともに、このたびのアワードはガバナー方針
並びに基準に則り、厳正且つ配慮のもと、例年よ
り多く提案する旨を述べられました。

アワードの審査は、国際会長アワード、栄光の
アワード、ガバナーアワードの順に、ひとつひと
つ選定理由を説明し、原案どおり承認を受けまし
た。

各クラブの総意工夫が見られ、選考には苦心し
ました。エクステンションはなかったものの、支
部が２つ結成されました。また、他準地区との友

好クラブ締結をしたクラブも存在しました。ZC
の皆様の指導のもと、クラブ会長のリーダーシッ
プを強く感じた次第です。

出席者の意見及び感想で、332-B地区の現況並
びに課題等が浮き彫りになりました。次期のキャ
ビネット運営の参考になるものと思っております。

関係各位のご協力とご配慮に厚く御礼申し上げ
ます。

第66回年次大会アワード審査会を終えて
キャビネット副幹事　Ｌ. 赤坂　勝（盛岡LC）
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2019─2020年度　第66回年次大会アワード
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アワード名 金 銀 銅
グ ッ ド ス タ ン デ ィ ン グ 大 賞 盛岡LC 盛岡中津川LC 和賀LC

ア ク テ ィ ビ テ ィ 大 賞 釜石LC
盛岡南LC 北上LC 西根LC

ク ラ ブ 運 営 優 秀 賞 和賀LC 盛岡不来方LC
西根LC 玉山姫神LC

会 員 増 強 優 秀 賞 盛岡中津川LC 盛岡不来方LC 盛岡LC

労 力 奉 仕 優 秀 賞 室根LC 前沢LC 金ケ崎LC
花泉LC

L C I F 優 秀 賞 盛岡LC 北上国見LC 安代LC
陸中山田LC

ク ラ ブ 間 交 流 優 秀 賞 久慈LC 水沢中央LC 北上LC
花泉LC

献 眼 、 献 腎 推 進 優 秀 賞 和賀LC 江釣子LC 盛岡観武LC
献 血 推 進 優 秀 賞 江釣子LC 前沢LC 北上国見LC
Y C E 協 力 優 秀 賞 盛岡観武LC　　前沢LC　　一関中央LC
エ ク ス テ ン シ ョ ン 優 秀 賞 該当なし
ラ イ オ ン ズ ク エ ス ト 協 力 賞 盛岡南LC　　一関中央LC　　陸前高田LC

ガ
　
バ
　
ナ
　
ー
　
ア
　
ワ
　
ー
　
ド

会 員 増 強 努 力 賞 西根LC　石鳥谷LC　平泉LC　大船渡LC　釜石LC
家 族 会 員 協 力 賞 北上LC　室根LC
ラ イ オ ネ ス 努 力 賞 西根ライオネスクラブ
レ オ ク ラ ブ 育 成 賞 盛岡観武LC　石鳥谷LC　北上LC　一関中央LC　釜石LC
ラ イ オ ン い わ て 協 力 賞 滝沢LC　千厩LC　遠野LC

キ ャ ビ ネ ッ ト 協 力 賞 盛岡LC　盛岡不来方LC　盛岡中津川LC　盛岡観武LC　
盛岡南LC　滝沢LC　玉山姫神LC

アイバンクひかりの箱募金協力賞 江釣子LC　千厩LC　釜石LC　釜石リアスLC

平和ポスターコンテスト協力賞 盛岡観武LC　安代LC　石鳥谷LC　矢巾LC　北上LC　
江釣子LC　東山LC　遠野LC　陸中山田LC

ガ バ ナ ー 特 別 賞 盛岡LC　盛岡南LC　二戸LC　紫波LC　北上LC　和賀LC
水沢中央LC　一関厳美渓LC　住田LC　田野畑LC

個 人 賞 （ 献 血 ３ 回 以 上 ）
中川原成子（盛岡観武LC）、千葉　幸（前沢LC）
小野寺秀徳（一関中央LC）、松倉　忠（一関中央LC）
佐藤　力（東山LC）

個 人 賞 （ ラ イ オ ン ）
鎌田哲爾（盛岡LC）、上原充郎（盛岡中津川LC）
斉藤秀造（矢巾LC）、石田武定（和賀LC）、佐藤誠之（花泉LC）
早坂文太郎（藤沢岩手LC）、鎌田博之（釜石）

個 人 賞 （ 一 般 ） 浜田正和 様（水沢中央LC推薦）
前川啓太郎 様（釜石LC推薦）

永 年 勤 続 事 務 局 員 賞 戸塚光子さん（矢巾LC勤続15年）
浅利由美子さん（水沢LC勤続15年）
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盛岡不来方ライオンズクラブ（以下「当LC」と
いう）にはご存知のように女性会員がおらず、長
年皆様からご心配頂いてきました。

入会希望の女性が出てきても、単独での入会は
困難が伴うと思われ、またお金をそんなにかけず
とも、アクティビティ中心の奉仕活動ができるの
ではないかとの思いもあり、それらの問題を一挙
に解決できそうな支部の創設に向けて取り組んで
きました。

そのきっかけとなったのは、やはり盛岡観武ラ
イオンズクラブ（以下「盛岡観武LC」という）の
盛岡ヤマト・なでしこクラブ支部（以下「ヤマト
なでしこ支部」という）の存在でした。一昨年の
11月、青山のお店での同支部夜例会を訪問。懇親
会からの参加でしたが、年齢層も若くざっくばら
んで、気軽な雰囲気が感じられました。店主の女
性が、支部の活動あるいは雰囲気に共感したのか、
その場で入会希望を表明したのには驚きました。

その後、昨年１月に盛岡観武LCが運営し、同支
部も支援・参加しているという「こども食堂」の
アクティビティも見学しました。アクティビティ
を重視する支部創設の方向性に、間違いはないと
の確信を得ました。

当LCにおいてもそれと並行し、GMT戦略会議

に置いた女性担当アドバイザーの助言により、一
昨年11月例会に㈱ホップス社長の工藤昌代様を
招き、勉強会を開催しました。また、昨年２月の
例会には盛岡観武LCの前会長、Ｌ. 室岡澄子をゲ
ストスピーカーとして招聘。ヤマト・なでしこ支
部及び、こども食堂の創設・現況についてスピー
チしていただきました。また同じ２月に、西根ラ
イオンズクラブのご厚意で、八幡平市出身の当LC
第一副会長Ｌ. 樋口一男と共に、同LC西根ライオ
ネスクラブの例会を訪問しました。さらには昨年
９月例会に、県内農水産品の首都圏販売事業を手
掛ける、㈲秀吉取締役営業企画部長渡邉里沙様を
招くなど、盛岡で活躍する女性を講師に勉強会を

2018.11.14　第1344回例会ゲスト
㈱ホップス社長の工藤昌代�様

2019.9.11　第1364回例会ゲスト
㈲秀吉取締役営業企画部長　渡邉里沙�様

盛岡翌
あす

桧
なろ

クラブ支部の創設に向けて
盛岡不来方ライオンズクラブ・GMT兼アラートプログラム委員長　Ｌ. 佐藤 昌彦

2019.2.13　第1350回例会ゲスト
観武LCの前会長Ｌ.�室岡澄子�様
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重ねてきたところです。
その後、現三役の尽力もあり、何とか５名の支

部入会候補者を確保。昨年11月にヤマト・なで
しこ支部の会則を参考にさせていただき、支部会
則を決定。今年１月に入会候補者を対象に２度の
説明会を実施し、２月11日に候補者参加の支部
編成連絡会議を開催。２月26日の当LC例会後に、
支部結成会を開催する手はずとなっていました。

新型コロナウイルスの流行により、支部結成会

を延期していますが、既に名称も盛岡翌桧クラブ
支部と決定し、理事会で結成が承認され、それを
受け、３月にLC国際協会へ新クラブ支部名、入
会者名簿の報告を終えております。今回は、その
創設に向けた経緯のお知らせでした。

その後、盛岡翌桧クラブ支部は、４月16日に結
成会を無事に終えることができましたので、今後
の皆さんのご支援・ご協力をお願いします。

支部会員が５名揃い、初めて会議を行った様子　2020.2.11東家別館

親クラブ例会へ初参加
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認定書伝達式並び入会式集合写真認定書伝達式並び入会式集合写真

名勝北上展勝地で桜満開となるこの時期、令和
２年４月18日（土）ブランニュー北上において、和
賀ライオンズクラブ「和賀フロンティア支部」支
部編成認定書伝達式並びに入会式を挙行できまし
たことは、私どもにとりまして誠に光栄であり、こ
の上ない慶びです。

新型コロナウイルス感染症拡大のため、５月の
年次大会をはじめとするライオンズクラブのイベ
ント中止が続いており、また、全国に緊急事態宣

「和賀フロンティア支部」
支部編成認定書伝達式並びに入会式のご報告

和賀ライオンズクラブ会長  Ｌ. 立花 かおり

言が出されるなかでの式典開催の是非を、当クラ
ブ三役はじめ支部設立委員会で何度も話し合いま
した。今回は念願の支部設立ということもあり、
最大限の配慮をすることで開催に至りました。

ご参列の皆様にはマスクの着用、消毒液の利用
と、できる限りのソーシャルディスタンスを取り
ながら、会場スタッフの協力を得て開催する旨の
ご理解をいただき、平野地区ガバナーをはじめ、
地区キャビネット役員、来賓の皆様方にご臨席を

和賀ライオンズクラブ
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入会認定書を受けとった支部メンバー和賀フロンティア支部　編成認定書伝達式和賀フロンティア支部　編成認定書伝達式 入会認定書を受けとった支部メンバー

賜り、滞りなく式典を終えることができました。
和賀LCは、1966年３月20日に日本国内1043

番目、岩手県内では13番目のクラブとして、北
上LCをスポンサークラブに会員数28名でスター
トしました。再来期55週年の節目を迎えます。

今回の支部設立には長い年月の努力がありまし
た。当クラブ初の地区ガバナーであった、故　Ｌ. 
高橋晴彦が、東日本大震災以降から支部結成に力
を注いでいましたが、2014年５月、「西和賀町支
部設立式」の直前で諸事情のため頓挫してしまい、
とても残念な思いをした経緯があります。

それから暫くの間、支部設立の具体案は出ず、
地区ゾーン内でも身近にクラブ支部がない中、ど
のような形で支部設立すべきか模索していまし
た。昨年11月に交流クラブである大阪西LCの60
周年CNに参加した際、「大阪西みらいへ支部」
を結成したメンバーから話を聞くチャンスがあり、
それを参考にしながら、私たちは支部設立委員会
を頻繁に開きました。

LC支部は発足時に最低５名の会員を必要とし
ます。当初、今期は最低人数でスタートできれば

と思っていたところ、支部会長となったＬ. 菊池
亮の入会、当クラブメンバーご子息の入会や、当
クラブメンバー家族会員から支部メンバーへの移
籍、元メンバーが支部メンバーとして再入会した
り、貴重な女性会員の入会があったりと、総勢10
名でスタートができる運びとなりました。

今回の支部メンバーへの期待は、親クラブメン
バーが持ち合わせていない感性や、自由な発想の
もとで支部運営を展開していくことにあり、自分
自身においても仲間と共に自己を成長させる場で
あって欲しいと思います。奉仕の内容も、時代と
共にニーズが変わってくることもあるでしょう。
その行動の中で変化に気づく感性をもち、時代に
あったアクティビティを提案しながら、これを応
援・支える親クラブメンバー会員全員が互いに刺
激を与え、活性化をしていく。この輪の絆が途切
れることがなく、地域社会が求めている奉仕活動
が多くの方々からご賛同いただけ、その結果とし
て、さらなる会員増強への一助になればと願って
います。
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４月13日（月）11時から次期ゾーン・チェアパー
ソン予定者会議がブランニュー北上を会場に19名
の出席を頂き開催されました。

冒頭、幹事予定者のＬ. 照井寛幸から、新型コ
ロナウイルスの感染拡大により会議の中止も考え
たが、次年度に向けての重要な会議であることを
踏まえ「三密」を避け時間短縮開催とした旨の説
明がありました。

第一副地区ガバナーＬ. 菊池徳男の挨拶から始
まり、地区ガバナーＬ. 平野喜嗣から、シンガポー
ル国際大会の中止・複合地区大会の中止・332B
地区では年次大会の中止を始め、大会エクスカー
ション「復興支援三陸鉄道日帰りの旅」「LCIFキャ
ンペーン100チャリティゴルフコンペ」などの中
止に至るまでの活動状況と出席者へ激励の挨拶が
ありました。

会議に入り、菊池第一副地区ガバナーから次期
地区運営について「2020-2021年国際プログラ

次期ゾーン・チェアパーソン予定者会議報告
332B地区キャビネット次期筆頭副幹事予定者　Ｌ. 佐藤  好徳（北上国見LC）

ム・地区アクティビティスローガン・地区ガバナー
テーマと重点目標、特に一部新型コロナの影響で
実施できなかったライオンズクエスト活動を引き
継ぎ、東日本大震災復興10年支援」について熱
のこもった説明があり。次期ゾーンチェアパーソ
ンへの期待とお願いがありました。

次期幹事予定者Ｌ. 照井寛幸から「運営要綱・組
織表・年間行事予定・アワードに関する等々」次
期地区ガバナーの方針に沿った説明があり、次期
会計予定者Ｌ. 鈴木幸雄からは「次期キャビネッ
ト役員旅費規程」の説明がありました。

最後に、８月予定のガバナー公式訪問が新型コ
ロナの状況により変更もあり得る旨の了解を頂き、
予定通り12時で終了、お弁当を渡しての解散とな
りました。

新型コロナウイルスの一日も早い終息を願うば
かりです。
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完成した椅子と一緒にLC会員のアドバイスを受けながら、協力して組み立てます

我々平泉ライオンズクラブは少数ながら、世界
遺産「平泉」を中心に、一関市や宮城県栗原市金
成在住のメンバーと活発な活動を行っておりま
す。いくつかのアクティビティのなかで、我々が
楽しみ、地域から必要とされ、自信を持って紹介
できる奉仕活動が、今年６年目となる町内の「平
泉こども園」と「長島保育所」で行っている「親
子工作教室」です。

例年秋に行っており、翌年３月に卒園する子供
たちとその親御さんに、卒園式において、子供た
ち自らが座る木工の椅子を制作してもらいます。
今年度幹事でもあり製材所を営む、Ｌ. 村上滋のド
ネーションによる木材を、名誉顧問であり工務店
のＬ. 高橋幸喜が加工した材料を、クラブメンバー
の指導のもと、卒園児と親御さんで組み立てます。
背もたれ部分は事前に園児に好きな絵をかいても
らい、それをコーティングし当日に臨みます。子
供たちが思い思いに描く絵は、独創的なものや、
思いのほかしっかり描けているものもあります。

教室を行う日は平日にもかかわらずほとんどの
親御さんが参加されます。３割ぐらいは父親の参

加です。親御さんにとってもいい思い出になった
と言っていただけます。また、毎年開催してきた
ので、「お兄ちゃんの卒園式の時に作って、今で
も家で大切に使っていますよ。」「お姉ちゃんの時、
この子（弟）が自分も欲しいって泣いていたので、
今回作れることをとても楽しみにしているようで
す。」など、うれしい感想をいただいています。

この関係もあって、町内の卒園式には当クラブ
にも来賓のお誘いがあります。卒園式当日、子供
たちは、自分たちで描いて自分たちで作った椅子
に、どの子も迷わずまっすぐ座ります。そして『さ
よならぼくたちのようちえん』をみんなで歌いま
す。参加したクラブのメンバーも、人の子または
人の孫ながら、涙腺を緩ませながら一緒にお祝い
しています。

実は小職にも４歳と２歳の子供がおります。町
外の幼稚園に通わせているのでこの行事に参加さ
せられないのがとても残念です。できれば娘と息
子が卒園する年、先輩Ｌ. 村上滋と名誉顧問Ｌ. 高
橋幸喜のドネーションがうちの子供に向けられる
ことを願って文書を閉じます。

クラブ
紹介 平泉ライオンズクラブの紹介

平泉ライオンズクラブ会長　Ｌ. 村上 耕一
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桂ひろばさん 桂小鯛さん

赤崎中学校での落語解説の様子 居場所ハウスでの楽しいひととき

当クラブは、大船渡LCをスポンサークラブと
して、1979年38名のメンバーで結成致しました。
昨年は40周年の記念式典を開催し、地域の皆様に
感謝の意を表明すると共に、あらためて地域社会
と共に歩んで行くことを誓いました。

現在の会員は正会員15名、終身会員２名、家族
会員13名合計30名です。今年度の会長テーマは

「和
わ

楽
ら

・輪
わ

良
ら

でウィ・サーブ」です。メンバーの輪
を良く保ち楽しく奉仕活動を、とのテーマです。
例会を充実させ会員相互の話し合いの元、活動を
行って行きたいと考えております。

今年度のメイン事業は、友好クラブの大阪西LC
のご協力のもと開催した上方落語「輪楽い配達寄
席㏌大船渡」です。令和元年10月５日には、大船
渡市民会館リアスホール・マルチスペースにおい
て、100名強の参加のもと会場いっぱいの笑いで

包まれました。翌日は市内末崎町の居場所ハウス
において、20数名の参加で、楽しく笑いのひと時
を過ごしていただきました。

当クラブは、東日本大震災以降2012年３月に
大阪西LCと友好クラブを締結致しました。以来
毎年物心両面の支援を頂いております。市内の学
校やスポーツ少年団など、子供たちへの支援を沢
山頂いております、さらに横浜LCを始めとする
県外のライオンの仲間からも、たぶんお返しが出
来ないほどの沢山のご支援を頂いております。

現在は正会員15名と存続の危機に近づいてい
るように感じていますが、会員拡大を重点目標と
し、今後とも地域に密着した活動を続けていきた
いと思います。そして地域において存在感のある
ボランティア団体になるよう会員一同頑張って参
ります。

クラブ
紹介 大船渡五葉ライオンズクラブの紹介

大船渡五葉ライオンズクラブ会長　Ｌ. 長谷川 瑞彦
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表紙の写真を決めるポイントは２つあ
ります。

①県内各地から見た風景であること。

②発行する月と連動した、季節感の
ある風景であること、

春は雪解けを迎える季節。今後も
皆さんに満足していただけるような魅
力ある表紙を提案できるよう、努力し
て参ります。�（ライオンいわて編集部）

ライオンいわて 2019−2020

表紙案（幻の）「岩手山」を振り返る
「ライオンいわて」の表紙を飾る岩手山は、提案された２案から編集委員の採決によって決められています。採用

されて毎月の表紙を飾る「岩手山」の陰で、光が当たらず不採用となったもう一つの「岩手山」を紹介します。

７月「岩手銀行赤レンガ館」
１年12回の表紙を決めるにあたって「歴史的建造物シリー
ズ」と「岩手山シリーズ」の２つを提案。季節の移り変わ
りを感じられるという理由で「岩手山」が採用になりました。

10月「松尾の紅葉と岩手山」
紅葉が美しい一枚でしたが、背景にある山が岩手山だ
と気づきにくいという意見も。ひと目で岩手山だとわか
らないのではと、不採用になりました。

１月「かすみの中の岩手山」
真っ白な雪原と岩手山から冬の厳しさが感じられます。
美しい写真でしたが、新年にはあまり相応しくないとい
う事で、次回２月号の候補として持ち越しになりました。

８月「八幡平と岩手山」
夏らしい青空と濃い緑が平野を覆う「八幡平と岩手山」。
前回の７月号と似た印象のため、不採用となりました。

11月「南部片富士湖から望む岩手山」
四十四田ダムの奥の方、南部片富士湖から撮影した岩
手山。山頂にはわずかにうっすらと白い雪が積もり、初
冠雪の頃と思われます。

２月「白鳥と岩手山」
北上川合流地点からのぞむ「白鳥と岩手山」が採用に
なりましたが、白鳥が一羽だと寂しいという理由から、
新たに高松の池で撮影することになりました。

９月「朝焼けと岩手山」
７～９月は見た目にはほとんど変化がないため、季節感
を出すのが難しい時期。ひねりを加えて、朝焼けの情景
を提案しました。

12月「八幡平から見た初冬の岩手山」
山頂に積もった雪と青い空が爽やかな印象の岩手山。
白と青のコントラストが、岩手山のシルエットを引き立
てます。いよいよ冬の到来といった一枚です。

13ライオンいわて４月号



1R1Z

盛岡LC 31日 NPO法人こどもみらいプロジェクトゆめドリ支援、
盛岡市日影門緑地公園に「英文併記案内標識」寄贈

盛岡不来方LC

13日 ひかりの箱募金

21日 みちのくこども療育センター「不来方ライオ
ンズ文庫」へ図書寄贈

23日 LCIF$1000献金、LCIF献金キャンペーン100

盛岡中津川LC ―

盛岡観武LC

2月2日 SON・岩手へ支援金贈呈式並びに選手団壮行式

2月22日 世界のカレンダー展益金贈呈式・ひかりの箱募金贈呈式

4日 直接献血

6日、30日 ヘアドネーション

盛岡南LC
12日 使用済み切手　2580枚送付

21日 盛岡南ペンギンズチームにユニフォーム協賛

滝沢LC ―

玉山姫神LC ―

1R2Z
二戸LC 26日 ひかりの箱募金

西根LC
18日 焼走りマラソン全国大会実行委員会

30日 八幡平市に軽トラック3台寄贈

安代LC 13日 ひかりの箱募金

2R1Z
花巻LC ―

紫波LC 31日 ひかりの箱募金

石鳥谷LC ―

花巻東LC ―

矢巾LC
1日 直接献血

4日 矢巾駅に「雨傘30本設置と駅周辺清掃」

2R2Z

北上LC

2月1日～28日 資源回収リサイクル

12日 献血推進活動

～18 ライオンズ国際平和ポスター・コンテスト

和賀LC

12月26日 ポケットチェンジ

2月29日 資源回収リサイクル

4日 資源回収実績交付金（事業資金獲得）

6日、17日、19日 LCIF$1000献金2件、LCIF$100献金キャンペーン100

10日 ひかりの箱募金

12日、26日 献血推進活動

30日 使用済み切手　7091枚送付

北上国見LC

4日、15日 献血推進活動

9日 ひかりの箱募金

18日 LCIF$100献金キャンペーン100

24日 北上市手をつなぐ育成会へ支援金贈呈

25日 使用済み切手　2338枚送付

江釣子LC
3日 フードバンク

4日 集団資源回収事業補助金（事業資金獲得）

8日 献血推進活動

江釣子LC 16日 こども食堂

23日 使用済み切手　3194枚送付

3R1Z
水沢LC 1日 献血推進活動

江刺岩手LC ～6日 江刺桜まつり事業ボンボリ広告協賛

前沢LC
15日 献血推進活動

18日 小学生6年間皆勤賞表彰式

水沢中央LC
24日 使用済み切手　15804枚送付

25日 ひかりの箱募金、LCIF献金　キャンペーン100

金ケ崎LC
13日 ひかりの箱募金、小学生6年無欠席・小中通算9年見欠席表彰

29日 高田松原再生事業支援

胆沢岩手LC
5日 直接献血

13日、18日、19日 奥州市胆江地区小中学校優良児童生徒表彰

3R2Z
一関LC 26日 ひかりの箱募金

平泉LC
18日 ひかりの箱募金

26日 献血推進活動

花泉LC 3日 新入学児童にランドセルカバー贈呈

一関中央LC

2日 献血推進活動

18日 使用済み切手　1000枚送付

19日 ひかりの箱募金

23日 LCIF$1000献金

一関厳美渓LC ―

4R1Z

千厩LC
18日 献血推進活動

19日 ひかりの箱募金

大東岩手LC
2月28日 新入学児童用ランドセルカバー贈呈

27日 ひかりの箱募金

東山LC 9日 ひかりの箱募金

藤沢岩手LC
3日 町内こども園にひなあられ贈呈

9日 ひかりの箱募金

川崎岩手LC ―

室根LC

9日 室根東・西小学校新入学生ランドセルカバー贈呈

10日 ひかりの箱募金

27日 LCIF献金　キャンペーン100

4R2Z

大船渡LC

12日 ヘアドネーション

19日 LCIF$1000献金

31日 声の図書館の点検と整備に協力

陸前高田LC 11日「鎮魂の碑」清掃・献花

住田LC
16日 声の広報「音声ボランティアりぼん」に活動助成金贈呈

18日 LCIF$1000献金、LCIF$20献金

大船渡五葉LC 6日、9日、11日 LCIF$100献金　キャンペーン100

5R1Z
宮古岩手LC ―

久慈LC
2日 ひかりの箱募金

10日 スポーツ・文化に優秀な成績者表彰

陸中宮古LC ―

３月のアクティビティ

14 ライオンいわて４月号



クラブ名 会員名（新入/再入/転入）

盛岡不来方LC

Ｌ．石　川　篤　実
Ｌ．牛　袋　幸　子
Ｌ．府　金　高　之
Ｌ．宮　野　直　子
Ｌ．吉　田　千　冬

北上LC Ｌ．八重樫　澄　恵

和賀LC
Ｌ．髙　田　孝　樹
Ｌ．髙　橋　一　成
Ｌ．渡　邊　智　子

千厩LC Ｌ．佐　藤　幸　和

クラブ名 会員氏名 MJF回数
盛岡不来方LC Ｌ．小川　克也 1

西根LC
Ｌ．齋藤　俊二 1
Ｌ．工藤　毎代 2

和賀LC
Ｌ．立花かおり 1
Ｌ．髙橋　　敏 6

一関中央LC Ｌ．佐藤敬治郎 8
大船渡LC Ｌ．栗村　安弘 2

訃報

和賀LC
故 Ｌ. 髙橋  初男
享年74歳
2014年7月入会
3月22日ご逝去

会員動向

●３月　新入会員一覧

●2020年３月　LCIF$1000献金

田野畑LC ―

岩泉龍泉洞LC ―

5R2Z

釜石LC 11日 鎮魂の碑　清掃・花壇整備、釜石・大槌仏教
会主催東日本大震災追悼式

遠野LC
4日 障がい者施設支援リサイクル品回収

23日 使用済み切手　1000枚送付

釜石リアスLC
19日 ひかりの箱募金

26日 使用済み切手　1000枚送付

大槌LC 11日 希望の灯周辺清掃と管理

陸中山田LC 11日 東日本大震災9年目追悼式

陸中山田LC
～12日 ライオンズ国際平和ポスター・コンテスト

26日 LCIF$100献金　キャンペーン100

ライオネスクラブ
西根LS 25日 使用済み切手　6072枚送付

レオクラブ
盛岡LEO ―

石鳥谷LEO ―

北上LEO ―

一関二高LEO ―

釜石LEO ―
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アクティビティ フォトグラフ

水沢ライオンズクラブ 釡石ライオンズクラブ花泉ライオンズクラブ

献血推進活動 3.11慰霊碑の前で和賀LCと集合写真ランドセルカバー贈呈

東山ライオンズクラブ 盛岡中津川ライオンズクラブ盛岡ライオンズクラブ

ランドセルカバーと黄色い帽子の贈呈 国際地球デー　八重桜「関山」植樹国際地球デー　オオヤマザクラ植樹
（盛岡市中央公園）

金ケ崎ライオンズクラブ 前沢ライオンズクラブ

高田松原を守る会に
台風19号で倒れた松苗の修復等費用贈呈 前沢小学校　６年間皆勤賞授与式

「春が来たー！」と空に向かって叫びたいところだ
が、果たして世界はどういう状況になっているの
か？「ハレ」の日が特別であるのは勿論だが、「ケ」
といわれる何気ない日常の生活がどんなにか尊いも
のであるか。新たな不確実性の出現に、自分、家族
そして社会が如何に対処していくかを考える毎日。
ただただ混乱が治まっていることを切に願うばかりである。

ライオンいわて編集委員 Ｌ.黒澤秀之
（㈱IBC岩手放送取締役営業本部長 営業局長）

雫石町七ツ田の弘法桜。同じエドヒガン桜で有名な盛岡の石割桜よりも古く、推定樹
齢800年ともいわれます。満開の桜ごしに見える残雪の岩手山に、春の訪れを感じます。

［ 表紙の写真 ］七ツ田の弘法桜と岩手山  ──────────────────────
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